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【目的】近年 、 ア レル ギー疾愚の原因物質で ある IgE抗体の産生調節機構 に関する研究が
行われて きた。 その結果 、 マ ウスB細胞を LPSと interleukin　4（・IL4）で 刺激する抗原非
特異的な系においては IL4が 19Eの産生に必須であることが証明された 。 しか し、　T細
胞の影響下で特異抗原に対する IgEを産生する 、 生理的条件下における IL4の必要性に
っ いて は耒だ に不明である 。 そ こで我々は、この点を解明するために IL4産生能が著しく

低下 した 2 型ヘ ル パ ー T 細胞（Th2）株を単離 し、 その性質を検討、したの で 報告する 。

【方法 】親株の Th2　eione には 、　in　vitro で抗原特異的 1gE産生を誘導で きるこ とを昨
年度本大会で報告 した DlO．G4．1細胞 （D10）を角いた。 限界希釈

・
した ｝DIO を抗原刺激 し、

増殖の認め られた clone にっ いて 、 2 種類の抗 IL4抗体庖用い る ELISPOTア ッ セイを繰
り返すことにより IL4低産生性株のス クリ

ー
ニ ングを行 っ た 。

【結果】ス ク リー
ニ ングによ り得 られた 4clone 中 、

　ELISPOTア ッ セ イが完全に陰性で あ
っ た 1clone を G2 細胞と名づ け詳細な検討を加えた 。 その結果 、

　G2 細胞は親株の D10
に比べ 約 1／20の IL4産生能しか有 してお らず、

　IL4雌NA レベ ル におい て も顕著な低下
が認められた 。 しか し、 IL5に関して は mRNA レベ ル が DSOの約 1！2 に し力抵 下 してお

らず 、 非特異的にサ イ トカ イ ンの合成が阻害され て い る のでは ないこ とが 示された 。 また、
G2細胞は特異抗原に対する増殖性を十分に維持 して い た。 現在、　G2細胞 と PIO を用い て

抗原特異的な IgEの産生 に IL4が必須で あるか否か にっ い て詳細な検討を行っ て い る。
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【目的】t−9h− IL−2は 、 単純ヘ ル ベ ス ウィ ル ス 1型 （HSY〒1｝深山株外被糖蛋 白質
D の C末端欠損体 （t−9D） とIL−2を遺伝子工 学的に 融合させ た もの で 、 非融合型
の 抗原に比べ て遙かに免疫原性が 強 く、 ウ ィ ル ス 感染症の 治療や 感染予防の ため
の ワ クチ ン として の有用性が期待されて い る （S，Hirruma　et 　al ： FEBS　Letters，
2塾旦L　138　｛1991）；M・　Nakao　et 　a 葦：　J．　Infect，　Dis．，　169，　787　（1994）　）　。

　我 々は 、 この t−9D− IL−2の工 業的生産プロ セ ス を確立ず畜目的で検討 した。

【方法及び結果】t−gD− IL−2生産用の培地 と して 、 ダイ ゴT 培地 に ア ミノ酸類 、

イ ンス リン
、

エ タノ
ール ア ミ。．ン、 亜セ レ ン酸、 塩化第二 鉄 、 α イ凋 、 ブル ロ ニ ッ

　　　、 デキサ メサ ゾン 、 ボ リベ プ トンを添加 した無血清培地を開発した。
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一

方 、
Sp−neo一肌 一245株を親株 として 限界希釈培養法に よる ク m 一ニ ン グと選

抜を繰 り返 した結果、 浮遊バ
ッ チ培養で約100   ／ e の生産性を示す高産生株を

得るこ とがで きた。 この株を用いて 22 容ジャ
ー フ ァ

ー メンター
で浮遊灌流培養

を行 っ た とこ ろ、
バ ッ チ培養時に比べ て 生産性はさらに数倍高 くな っ た。

　この 培養上清液か ら、 ブチル ー トヨ パ ー
ル650賦　トリス ア ク リルGFO5」ス

ーパ

ーQ一トヨ バ ール 65側およびセ フ ァ クリル S・・300HRカ ラム クロ マ トグラフ ィ
ー を順

次行うこ とに より、 高品質の t−・9D− IL・・2を精製単離す るこ とができた。
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